
(57)【要約】

【課題】生体内組織の縫合時に、容易かつ確実に縫合糸

を留めることができる縫合糸留め具を提供する。

【解決手段】細径な本体部２と、本体部２の基端に設け

られた操作部３とを有し、血管壁などの生体組織を縫合

するための糸を留める器具であって、変形することによ

り糸に固定されるクリップ１１と、クリップ１１を保持

するアーム４と、本体部２の先端部に糸を通すことの可

能な少なくとも一部に閉鎖された外周を備える通路を有

し、クリップ１１は通路の少なくとも一部を形成し、ア

ーム５を締め付けることによってクリップ１１をかしめ

、かしめた後はカッター９によって糸を切断可能な縫合

糸留め具１。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
細 径 な 本 体 部 と 、 該 本 体 部 の 基 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 と を 有 し 、 生 体 組 織 を 縫 合 す る た め
の 糸 を 留 め る 器 具 で あ っ て 、
変 形 す る こ と に よ り 前 記 糸 に 固 定 さ れ る ク リ ッ プ 部 材 と 、 該 ク リ ッ プ 部 材 を 保 持 す る 保 持
部 と 、 前 記 本 体 部 の 先 端 部 に 前 記 糸 を 通 す こ と の 可 能 な 少 な く と も 一 部 に 閉 鎖 さ れ た 外 周
を 備 え る 通 路 を 有 し 、
前 記 ク リ ッ プ 部 材 は 前 記 通 路 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 縫 合 糸 留 め 具
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ク リ ッ プ 部 材 の 基 端 部 の 近 傍 に 前 記 糸 を 切 断 す る 切 断 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 操 作 部 に 、 前 記 糸 を 一 時 的 に 挟 持 す る 糸 挟 持 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 保 持 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ 部 材 を 圧 迫 す る こ と に よ り 変 形 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 保 持 部 は 、 ２ 本 以 上 の ア ー ム 状 部 材 か ら な り 、 該 ア ー ム 状 部 材 の 間 に 前 記 ク リ ッ プ 部
材 が 保 持 さ れ て お り 、 該 ア ー ム 状 部 材 を 閉 じ る こ と に よ り 前 記 ク リ ッ プ 部 材 を 圧 迫 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 本 体 部 を 構 成 す る 管 状 部 材 内 は 、 前 記 ア ー ム 状 部 材 の 外 側 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ 、 前
記 ア ー ム 状 部 材 を 閉 じ る 動 作 は 、 前 記 ア ー ム 状 部 材 が 前 記 管 状 部 材 内 に 入 り 込 む こ と に よ
り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 体 内 組 織 膜 （ 例 え ば 、 血 管 ） に 形 成 さ れ た 経 皮 的 に 貫 通 し た 穴 を 縫 合 す る 際
に 、 糸 の 結 び 目 を 作 る こ と な く 、 縫 合 糸 を ク リ ッ プ 部 材 に よ っ て か し め る こ と で 、 簡 便 に
縫 合 糸 を 固 定 す る こ と が 可 能 な 生 体 内 組 織 縫 合 用 の 縫 合 糸 留 め 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
血 管 や 他 の 内 部 構 造 中 に カ テ ー テ ル 等 の 診 断 、 治 療 用 装 置 を 挿 入 す る 低 侵 襲 手 術 が 広 く 行
わ れ て い る 。 例 え ば 、 心 臓 の 冠 状 動 脈 の 狭 窄 の 治 療 に お い て 、 治 療 処 置 を 行 う た め に 血 管
中 へ の カ テ ー テ ル 等 の 器 具 を 挿 入 す る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
カ テ ー テ ル 等 の 血 管 内 へ の 挿 入 は 、 通 常 大 腿 部 を 切 開 し た 穿 刺 孔 か ら 行 わ れ る 。 従 っ て 、
処 置 を 終 え た 後 に は 、 そ の 穿 刺 孔 の 止 血 を す る 必 要 が あ る が 、 大 腿 動 脈 か ら の 出 血 時 の 血
圧 （ 出 血 圧 力 ） は 高 く 、 止 血 作 業 は 非 常 に 困 難 で あ り 、 従 来 は 医 療 従 事 者 が １ 時 間 も の 間
、 手 で 押 さ え 続 け る 等 の 過 酷 な 作 業 が 行 わ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
近 年 、 こ の 止 血 作 業 を 容 易 か つ 確 実 に 行 う べ く 、 傷 穴 か ら 挿 入 さ れ 血 管 に 作 ら れ た 穴 を 縫
合 す る 縫 合 装 置 が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 縫 合 装 置 を 使 用 し た 場 合 に お い て も 、 糸 の 結 び 目 を 皮 下
深 く に 位 置 す る 血 管 壁 の 表 面 近 傍 に 形 成 す る 必 要 が あ る た め 、 縫 合 糸 を 通 し た 後 に 最 終 的
に 糸 を 結 び 、 切 断 す る 作 業 は 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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こ の 作 業 を 容 易 に す る た め 、 結 び 目 を 形 成 す る 器 具 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） や 、 結 び
目 を 皮 下 に 押 し 込 む 器 具 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ １ ６ ４ ５ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
米 国 特 許 Ｕ Ｓ Ｐ 　 ５ ２ １ ７ ４ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
米 国 特 許 Ｕ Ｓ Ｐ 　 ５ ７ ９ ７ ９ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ や ３ に 記 載 さ れ た よ う な 器 具 を 使 用 し た と し て も 、 結 局 の と こ
ろ 、 縫 合 器 も 含 め て ３ 種 類 の 器 具 を 使 い 分 け ね ば な ら ず 、 ま た 結 び 目 を ル ー ズ な 緩 い 状 態
に 保 つ よ う 配 慮 し な が ら 押 し 込 ん で い く の は 容 易 で は な い 。 さ ら に 、 押 し 込 ん だ 後 、 は さ
み 等 、 別 途 器 具 を 用 い て 糸 を 切 断 す る 必 要 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 生 体 内 組 織 の 縫 合 時 に 、 容 易 か つ 確 実 に 縫 合 糸 を 留 め る こ と が で き る 縫 合 糸 留
め 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 以 下 の （ １ ） ～ （ ６ ） の 構 成 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ １ ） 細 径 な 本 体 部 と 、 該 本 体 部 の 基 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 と を 有 し 、 生 体 組 織 を 縫 合 す
る た め の 糸 を 留 め る 器 具 で あ っ て 、 変 形 す る こ と に よ り 前 記 糸 に 固 定 さ れ る ク リ ッ プ 部 材
と 、 該 ク リ ッ プ 部 材 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 前 記 本 体 部 の 先 端 部 に 前 記 糸 を 通 す こ と の 可 能
な 少 な く と も 一 部 に 閉 鎖 さ れ た 外 周 を 備 え る 通 路 を 有 し 、 前 記 ク リ ッ プ 部 材 は 前 記 通 路 の
少 な く と も 一 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 縫 合 糸 留 め 具 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ２ ） 前 記 ク リ ッ プ 部 材 の 基 端 部 の 近 傍 に 前 記 糸 を 切 断 す る 切 断 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 上 記 （ １ ） に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ３ ） 前 記 操 作 部 に 、 前 記 糸 を 一 時 的 に 挟 持 す る 糸 挟 持 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記
（ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ４ ） 前 記 保 持 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ 部 材 を 圧 迫 す る こ と に よ り 変 形 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 上 記 （ １ ） な い し （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ５ ） 前 記 保 持 部 は 、 ２ 本 以 上 の ア ー ム 状 部 材 か ら な り 、 該 ア ー ム 状 部 材 の 間 に 前 記 ク リ
ッ プ 部 材 が 保 持 さ れ て お り 、 該 ア ー ム 状 部 材 を 閉 じ る こ と に よ り 前 記 ク リ ッ プ 部 材 を 圧 迫
す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ４ ） に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ６ ） 前 記 本 体 部 を 構 成 す る 管 状 部 材 内 は 、 前 記 ア ー ム 状 部 材 の 外 側 に 摺 動 可 能 に 設 け ら
れ 、 前 記 ア ー ム 状 部 材 を 閉 じ る 動 作 は 、 前 記 ア ー ム 状 部 材 が 前 記 管 状 部 材 内 に 入 り 込 む こ
と に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ４ ） に 記 載 の 縫 合 糸 留 め 具 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
そ こ で 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 を 血 管 縫 合 時 に 用 い る の に 適 し た 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す
る 。 な お 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 は 、 血 管 縫 合 糸 留 め 具 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の
生 体 内 組 織 に 形 成 さ れ た 穴 の 縫 合 の 際 に も 利 用 で き る 。
（ 実 施 形 態 １ ）
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図 １ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 １ の 外 観 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 縫 合
糸 留 め 具 の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は ク リ ッ プ 部 材 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ ～ １ ０ は 、 図 １
に 示 し た 縫 合 糸 留 め 具 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 実 施 形 態 １ の 縫 合 糸 留 め 具 １ は 、 生 体 内 組 織 膜 に 形 成 さ れ た 経 皮 的 に 貫 通 し た 穴 を 縫
合 す る 縫 合 糸 の 両 端 を 一 体 に 留 め 、 穴 を 塞 ぐ た め の 器 具 で あ る 。 縫 合 糸 留 め 具 １ は 、 皮 膚
上 に 形 成 さ れ た 穴 よ り 生 体 内 組 織 内 に 挿 入 可 能 な 細 さ と 長 さ を 有 す る 本 体 部 ２ を 先 端 側 に
備 え る 。 ま た 、 本 体 部 ２ の 後 端 部 に 、 操 作 部 ３ が 設 け ら れ て い る 。 本 体 部 ２ は 、 管 状 部 材
４ と 管 状 部 材 ４ の 管 内 に 設 置 さ れ た ア ー ム ５ に よ り 形 成 さ れ 、 ア ー ム ５ は 基 端 が 操 作 部 ３
の ハ ン ド ル ６ に 固 定 さ れ て い る 。 ア ー ム ５ は 先 端 が 所 定 間 隔 を 有 す る よ う ２ つ に 分 離 さ れ
て お り 、 先 端 に は 膨 出 部 が 形 成 さ れ て い る 。 管 状 部 材 ４ の 基 端 は フ ラ ン ジ 形 状 の 第 １ レ バ
ー ７ に 固 定 さ れ て い る 。 管 状 部 材 ４ と 第 １ レ バ ー ７ は ア ー ム ５ 上 を 摺 動 可 能 に 設 け ら れ て
お り 、 ハ ン ド ル ６ と 第 １ レ バ ー ７ の 間 に は バ ネ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 バ ネ ８ は 、 第 １ レ バ
ー ７ を 先 端 側 に 軽 く 押 し 、 後 述 す る ク リ ッ プ １ １ が ア ー ム ５ か ら 外 れ て 落 ち な い よ う に 作
用 す る 。 バ ネ ８ の 力 は 、 ク リ ッ プ １ １ を 潰 さ な い 程 度 の も の で あ る 。 管 状 部 材 ４ の 上 に は
、 先 端 に 刃 が 形 成 さ れ た 管 状 体 よ り な る カ ッ タ ー パ イ プ ９ が 摺 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
カ ッ タ ー パ イ ブ ９ の 基 端 側 に は フ ラ ン ジ 状 の 第 ２ レ バ ー １ ０ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 体 部 ２ の 先 端 部 、 す な わ ち ア ー ム ５ 先 端 の 膨 出 部 を 構 成 す る 間 隔 を 有 す る ２ つ の 部 材 の
内 側 に は 、 ク リ ッ プ １ １ が ア ー ム ５ の 弾 性 に よ り 保 持 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ １ １ は 、 短 い
筒 状 体 で あ り 、 内 部 に 少 な く と も ２ 本 の 縫 合 糸 を 挿 通 さ せ る こ と が で き る 内 径 の 内 腔 を 有
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 形 態 １ の 糸 留 め 具 １ が 留 め る 対 象 と な る 縫 合 糸 は 、 ア ー ム ５ の 先 端 （ 末 端 ） か ら ク
リ ッ プ １ １ の 内 腔 を 通 っ て 管 状 部 材 ４ に 設 け ら れ た 側 孔 １ ２ ま で の 通 路 を 通 さ れ る 。 こ の
通 路 は 、 ク リ ッ プ １ １ の 側 壁 や 、 管 状 部 材 ４ に よ っ て 周 囲 が 閉 鎖 さ れ た 部 分 を 有 す る が 故
に 、 縫 合 糸 が 側 方 か ら 抜 け 落 ち る こ と が な い 。 通 路 に は 予 め 縫 合 糸 と 置 換 す る た め の ル ー
プ 状 置 換 線 材 １ ５ を 通 し て お く 。 ル ー プ 状 置 換 線 材 １ ５ は 、 極 細 の 金 属 線 材 を ル ー プ 状 に
形 成 し 、 基 端 に 把 持 部 １ ７ を 設 け た も の で 、 先 端 の ル ー プ 内 に 縫 合 糸 を 通 し た 後 把 持 部 １
７ を 引 き 抜 け ば 、 通 路 内 に 容 易 に 縫 合 糸 を 通 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 第 １ レ バ ー ７ に は ス リ ッ ト １ ３ が 、 ハ ン ド ル ６ の 基 端 に は 糸 挟 持 部 １ ４ が 設 け ら れ
て い る 。 糸 挟 持 部 １ ４ は 縫 合 糸 を 挟 む こ と に よ り 固 定 可 能 な 切 れ 込 み を 有 し て お り 、 ス リ
ッ ト １ ３ は 縫 合 糸 を 固 定 し た 際 に 縫 合 糸 を は め 込 ん で 、 位 置 を 安 定 さ せ る た め の も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ー ム ５ は ２ 本 の 金 属 棒 を 組 み 合 わ せ た も の か ら な り 、 基 端 が ハ ン ド
ル ６ に 固 定 さ れ 、 先 端 に は 各 金 属 棒 の 間 に 空 隙 を 有 す る よ う に 段 差 が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 最 先 端 の 外 側 に は 膨 出 部 が あ り 、 空 隙 の 間 に は ク リ ッ プ １ １ が 備 え ら れ て い る 。 ア ー
ム ５ 先 端 の 内 側 に は 、 ク リ ッ プ １ １ が 外 れ 落 ち な い よ う に 窪 み が 設 け ら れ て い る 。 窪 み は
、 ア ー ム の 両 側 に 設 け て も 、 一 方 の み に 設 け て も 良 い が 、 窪 み の 深 さ は 両 者 を 併 せ て も 後
述 す る ク リ ッ プ １ １ を 潰 し た 状 態 の 厚 み よ り も 浅 く す る の が 望 ま し い 。 具 体 的 に は く ぼ み
の 深 さ は ク リ ッ プ １ １ の 肉 厚 以 下 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ク リ ッ プ １ １ は 、 使 用 前 の 状 態 （ 図 ２ ａ ） で は 、 内 腔 が 広 が っ た 状 態 で ア ー ム ５ に 支 え ら
れ て い る 。 こ の 状 態 で 、 ク リ ッ プ １ １ 及 び 側 孔 １ ２ （ 図 ２ で は 破 線 で 図 示 ） を 含 む 通 路 に
縫 合 糸 を 通 し た 後 、 図 ２ ｂ に 示 す よ う に 第 １ レ バ ー ７ を 先 端 側 に 押 す と 、 や や ラ ッ パ 状 に
拡 径 し た 管 状 部 材 ４ の 先 端 が ア ー ム ５ の 膨 出 部 を 押 さ え つ け 、 結 果 ア ー ム ５ が 空 隙 を 無 く
す 方 向 に 変 形 す る た め 、 ク リ ッ プ １ １ が か し め ら れ て 潰 れ 、 塑 性 変 形 し て 縫 合 糸 を 留 め る
こ と と な る 。 こ こ で 、 第 １ レ バ ー ７ を 押 し た と き に は 、 第 ２ レ バ ー １ ０ も 一 体 的 に 前 進 す
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る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ２ ｃ の よ う に 第 ２ レ バ ー １ ０ の み を 押 す と 、 カ ッ タ ー パ イ プ ９ が 管 状 部 材 ４ 上 を
前 進 し 、 刃 が 形 成 さ れ た カ ッ タ ー パ イ プ の 先 端 が 側 孔 １ ２ に 通 さ れ た 縫 合 糸 を 切 断 す る 。
切 断 後 、 第 １ レ バ ー ７ を 後 退 さ せ て 図 ２ ａ の よ う な 状 態 に 戻 す と 、 か し め ら れ た ク リ ッ プ
１ １ は 開 放 さ れ 、 縫 合 糸 と と も に そ の 場 に 残 さ れ る 。 な お 、 ア ー ム ５ の 先 端 膨 出 部 の 外 表
面 は 、 管 状 部 材 ４ と の 摺 動 性 を 高 め る た め 、 研 磨 や コ ー テ ィ ン グ な ど の 表 面 処 理 を 行 う こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ に 示 さ れ る の は 、 ク リ ッ プ １ １ の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 内 側 に 糸 を 通 す 空 間 さ
え あ れ ば 、 真 円 （ ａ ） で も 楕 円 （ ｂ ） 、 長 円 （ 図 示 せ ず ） で も 良 く 、 潰 れ る 方 向 を 予 測 し
や す い よ う に 予 め 潰 れ か け た 形 状 （ ｃ ） や 切 欠 き を 設 け た Ｃ 字 状 （ ｄ 、 ｅ ） で も 良 い 。 ク
リ ッ プ １ １ に 切 欠 き を 設 け る 場 合 、 縫 合 糸 が か し め る 前 に 外 れ な い よ う 、 切 欠 き 部 分 を 塞
ぐ よ う に ア ー ム ５ に フ ィ ル ム 等 変 形 可 能 な 閉 鎖 具 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 い ず れ の 場 合
に お い て も 、 ク リ ッ プ １ １ の 内 腔 は 、 最 低 ２ 本 の 縫 合 糸 が 挿 入 可 能 で あ る こ と が 望 ま し い
。 具 体 的 に は 、 内 径 ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 が 望 ま し い 。 ま た 、 ク リ ッ プ １ １ の 軸 方 向 長
さ は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 が 望 ま し い 。 ク リ ッ プ １ １ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 生 体
適 合 性 が 高 く 、 塑 性 変 形 可 能 で あ る こ と が 望 ま し い 。 生 体 埋 め 込 み 材 料 と し て 実 績 の あ る
チ タ ン や チ タ ン 合 金 、 ス テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ Ｌ ま た は Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） が 好 適 で あ る 。
上 記 の 条 件 を 満 た す こ と が で き れ ば 、 一 定 時 間 後 に 生 体 内 に 吸 収 さ れ る 生 体 内 吸 収 性 材 料
も 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 図 ４ ～ １ ０ を 参 照 し て 、 図 １ に 示 し た 縫 合 糸 留 め 具 の 具 体 的 な 使 用 状 態 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ １ ） ま ず 、 血 管 等 の 目 的 の 組 織 に 従 来 の 縫 合 装 置 な ど を 用 い て １ 本 以 上 の 縫 合 糸 １ ６ を
通 す 。 （ 図 ４ ） 図 中 、 ２ ０ は 血 管 、 ２ １ は 皮 下 組 織 を 示 し て い る 。 ２ ２ は 手 術 に 用 い ら れ
た 穴 （ パ ン ク チ ャ ー サ イ ト ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ２ ） 次 い で 、 縫 合 糸 １ ６ の 両 端 を ま と め て 、 縫 合 糸 用 通 路 に セ ッ ト さ れ 本 実 施 形 態 １ の
縫 合 糸 留 め 具 １ の 先 端 か ら 突 出 し て い る 縫 合 糸 誘 導 部 材 で あ る ル ー プ 状 置 換 線 材 １ ５ の ル
ー プ 内 に 通 す 。 （ 図 ５ ）
（ ３ ） ル ー プ 状 置 換 糸 １ ５ の 把 持 部 １ ７ を 基 端 側 に 引 き 抜 く こ と で 、 縫 合 糸 １ ６ は ク リ ッ
プ １ １ 内 を 含 む 縫 合 糸 留 め 具 １ の 通 路 内 に 挿 通 す る 。 こ の と き 、 縫 合 糸 １ ６ の 両 端 は 側 孔
１ ２ か ら 外 部 に 導 き 出 さ れ た 状 態 と な る 。 （ 図 ６ ）
（ ４ ） 次 に 、 縫 合 糸 １ ６ の 両 端 を 手 で 引 っ 張 る こ と で 縫 合 糸 １ ６ に 張 力 を 与 え た 状 態 で 、
縫 合 糸 留 め 具 １ を 縫 合 糸 １ ６ に 沿 わ せ て 前 進 さ せ る 。 縫 合 糸 留 め 具 １ 内 の 縫 合 糸 １ ６ の 通
路 は 、 閉 鎖 さ れ た 外 周 を 有 す る た め 、 縫 合 糸 留 め 具 １ を 縫 合 糸 １ ６ に 沿 わ せ て 前 進 さ せ る
際 に 、 縫 合 糸 か ら 縫 合 糸 留 め 具 １ が 外 れ る こ と が な い 。 前 進 し て い く と 、 縫 合 糸 留 め 具 １
の 細 径 の 本 体 部 ２ は 、 皮 下 組 織 ２ １ を 通 り 、 糸 を 留 め る （ 固 定 す る ） 目 的 の 場 所 で あ る 血
管 壁 ２ ０ の 表 面 ま で 挿 入 さ れ る 。 （ 図 ７ ）
（ ５ ） 目 的 の 部 位 ま で 挿 入 し た ら 、 ス リ ッ ト １ ３ お よ び 糸 挟 持 部 １ ４ に 縫 合 糸 １ ６ を 挟 み
込 ん で 固 定 し 、 血 液 の 漏 出 の 有 無 を 確 認 す る こ と に よ っ て 縫 合 糸 １ ６ の 締 め 込 み が 十 分 で
あ る か 確 認 す る 。 こ こ で 、 血 液 の 漏 出 が あ れ ば 、 縫 合 糸 １ ６ を 引 き 、 さ ら に 縫 合 糸 留 め 具
１ を 前 進 さ せ る 。 血 液 の 漏 出 が 無 い 場 合 は 、 縫 合 糸 留 め 具 １ の 位 置 を そ の 場 に 決 定 し 、 第
１ レ バ ー ７ を 押 し 込 み 、 ア ー ム ５ を 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 ク リ ッ プ １ １ を 変 形 さ せ 縫
合 糸 １ ６ を 固 定 す る 。 （ 図 ８ ）
（ ６ ） 次 に 、 糸 挟 持 部 １ ４ に よ っ て 縫 合 糸 １ ６ を 固 定 し た 状 態 で 第 ２ レ バ ー １ ０ を 前 進 さ
せ る と 、 カ ッ タ ー パ イ プ ９ が 前 進 し 、 側 孔 １ ２ を 通 る 縫 合 糸 １ ６ を 切 断 す る 。 こ れ に よ り
、 余 分 な 縫 合 糸 を 除 去 す る こ と が で き る 。 （ 図 ９ ）

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-174002 A 2004.6.24



（ ７ ） 切 断 後 、 各 レ バ ー を 元 の 位 置 に 戻 し 、 本 縫 合 糸 留 め 具 １ と 余 分 な 縫 合 糸 を 取 り 去 り
、 ク リ ッ プ １ １ を 残 し て 縫 合 を 完 了 さ せ る 。 （ 図 １ ０ ）
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ で は 、 ク リ ッ プ 内 に 縫 合 糸 を 通 し て 所 望 の 位 置 で ク リ
ッ プ を か し め る こ と に よ り 、 容 易 に 糸 を 留 め る こ と が で き 、 更 に 余 分 な 糸 を 切 断 、 除 去 す
る こ と が で き る 。
（ 実 施 形 態 ２ ）
図 １ １ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 ２ を 説 明 す る 外 観 図 で あ り 、 図 １ ２ は そ の 断
面 図 で あ る 。 前 述 の 実 施 形 態 １ と の 違 い は 、 ア ー ム を 締 め 付 け る た め の 管 状 部 材 を 動 作 さ
せ る レ バ ー の 構 造 を 変 え 、 カ ッ タ ー パ イ プ と ハ ン ド ル を 互 い に 固 定 し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 実 施 形 態 ２ の 縫 合 糸 留 め 具 １ ０ １ は 、 皮 膚 上 に 形 成 さ れ た 穴 よ り 生 体 内 組 織 内 に 挿 入
可 能 な 本 体 部 １ ０ ２ を 先 端 側 に 備 え る 。 ま た 、 本 体 部 １ ０ ２ の 後 端 部 に 、 操 作 部 １ ０ ３ が
設 け ら れ て い る 。 本 体 部 １ ０ ２ は 、 管 状 部 材 １ ０ ４ と 管 状 部 材 １ ０ ４ の 管 内 に 設 置 さ れ た
ア ー ム １ ０ ５ に よ り 形 成 さ れ 、 ア ー ム １ ０ ５ は 基 端 が 操 作 部 １ ０ ３ の ハ ン ド ル １ ０ ６ に 固
定 さ れ て い る 。 ア ー ム １ ０ ５ は 先 端 が 所 定 間 隔 を 有 す る よ う ２ つ に 分 離 さ れ て お り 、 先 端
に は 膨 出 部 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
管 状 部 材 １ ０ ４ の 基 端 は 、 移 動 台 座 １ ０ ７ に 固 定 さ れ て い る 。 管 状 部 材 １ ０ ４ と 移 動 台 座
１ ０ ７ は ア ー ム １ ０ ５ 上 を 摺 動 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 ハ ン ド ル １ ０ ６ と 移 動 台 座 １ ０ ７
の 間 に は バ ネ １ ０ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 バ ネ １ ０ ８ は 、 移 動 台 座 １ ０ ７ を 先 端 側 に 軽 く 押
し 、 後 述 す る ク リ ッ プ １ １ １ が ア ー ム １ ０ ５ か ら 外 れ て 落 ち な い よ う に 作 用 す る 。 バ ネ １
０ ８ の 力 は 、 ク リ ッ プ １ １ １ を 潰 さ な い 程 度 の も の で あ る 。 管 状 部 材 １ ０ ４ の 上 に は 、 先
端 に 刃 が 形 成 さ れ た 管 状 体 よ り な る カ ッ タ ー パ イ プ １ ０ ９ が 設 け ら れ て い る 。 カ ッ タ ー パ
イ ブ １ ０ ９ の 基 端 に は カ ッ タ ー 台 座 １ １ ０ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
カ ッ タ ー 台 座 １ １ ０ と ハ ン ド ル １ ０ ６ は 、 レ バ ー ガ イ ド １ １ ３ に よ っ て 互 い に 固 定 さ れ て
い る 。 レ バ ー ガ イ ド １ １ ３ に は 、 中 間 部 分 に 穴 が 設 け ら れ て お り 、 穴 の 中 に は レ バ ー １ １
６ が 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 レ バ ー １ １ ６ は 、 ２ つ の 軸 を 有 す る 。 第 １ の 軸 １ １ ７ は
、 移 動 台 座 １ ０ ７ と 回 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 移 動 台 座 １ ０ ７ に 設 け ら れ
た 突 起 部 内 に 円 柱 状 の 棒 か ら な る 軸 が 貫 通 し て い る 。 第 ２ の 軸 １ １ ８ は 、 レ バ ー ガ イ ド １
１ ３ に 固 定 さ れ た 円 柱 状 の 棒 か ら な る 軸 が 、 レ バ ー １ １ ６ に 設 け ら れ た 穴 を 貫 通 し た 形 態
で 設 け ら れ て い る 。 第 ２ の 軸 １ １ ８ の た め の レ バ ー １ １ ６ に 形 成 さ れ た 穴 に は 、 本 体 部 １
０ ２ の 軸 と 直 交 す る 方 向 へ 遊 び が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 造 で あ る た め 、 レ バ ー １
１ ６ は 第 の 軸 １ １ ８ を 中 心 に 回 動 可 能 で あ り 、 レ バ ー １ １ ６ の 回 動 に 伴 い 移 動 台 座 １ ０ ７
お よ び 管 状 部 材 １ ０ ４ が 移 動 す る 。 レ バ ー １ １ ６ を 基 端 側 に 倒 す と 、 移 動 台 座 １ ０ ７ お よ
び 管 状 部 材 １ ０ ４ は 先 端 側 に 移 動 す る 。 ま た 、 レ バ ー １ １ ６ を 先 端 側 に 倒 す と 、 移 動 台 座
１ ０ ７ お よ び 管 状 部 材 １ ０ ４ は 基 端 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 体 部 １ ０ ２ の 先 端 部 、 す な わ ち ア ー ム １ ０ ５ 先 端 の 膨 出 部 を 構 成 す る 間 隔 を 有 す る ２ つ
の 部 材 の 内 側 に は 、 ク リ ッ プ １ １ １ が ア ー ム １ ０ ５ の 弾 性 に よ り 保 持 さ れ て い る 。 ク リ ッ
プ １ １ １ は 、 短 い 筒 状 体 で あ り 、 内 部 に 少 な く と も ２ 本 の 縫 合 糸 を 挿 通 さ せ る こ と が で き
る 内 径 の 内 腔 を 有 す る 。 留 め る 対 象 と な る 縫 合 糸 が 通 さ れ る 通 路 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の
構 成 で あ る 。 具 体 的 に は 、 ア ー ム １ ０ ５ の 先 端 （ 末 端 ） か ら ク リ ッ プ １ １ １ の 内 腔 を 通 っ
て 管 状 部 材 １ ０ ４ に 設 け ら れ た 側 孔 １ １ ２ ま で の 通 路 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 ハ ン ド ル １ ０ ６ に は 糸 挟 持 部 １ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 糸 挟 持 部 １ １ ４ は 縫 合 糸 を
挟 ん で 巻 く こ と に よ り 縫 合 糸 を 固 定 し て 、 位 置 を 安 定 さ せ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ の 他 、 ア ー ム の 構 造 や ク リ ッ プ の 構 造 は 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る た め 、 共 通 部 分 に つ い
て は 説 明 を 省 略 す る が 、 以 下 に 図 １ ２ を 用 い て 、 本 実 施 形 態 ２ の 動 作 を 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
使 用 前 の 状 態 （ 図 １ ２ ａ ） で は 、 ア ー ム １ ０ ５ は 、 ク リ ッ プ １ １ １ を 内 腔 が 広 が っ た 状 態
で 支 え て い る 。 こ の 状 態 で 、 ク リ ッ プ １ １ １ 及 び 側 孔 １ １ ２ （ 図 １ ２ で は 破 線 で 図 示 ） を
含 む 通 路 に 縫 合 糸 を 通 し た 後 、 図 １ ２ ｂ に 示 す よ う に レ バ ー １ １ ６ を 基 端 側 に 倒 す と 、 管
状 部 材 １ ０ ４ が 先 端 側 に 移 動 し 、 や や ラ ッ パ 状 に 拡 径 し た 管 状 部 材 １ ０ ４ の 先 端 が ア ー ム
１ ０ ５ の 膨 出 部 を 押 さ え つ け 、 結 果 ア ー ム １ ０ ５ が 空 隙 を 無 く す 方 向 に 変 形 す る た め 、 ク
リ ッ プ １ １ １ が か し め ら れ て 潰 れ 、 塑 性 変 形 し て 縫 合 糸 を 留 め る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 図 １ ２ ｃ の よ う に レ バ ー １ １ ６ を 先 端 側 に 倒 す と 、 管 状 部 材 １ ０ ４ は 図 １ ２ ａ に 示
す 初 期 状 態 よ り も 更 に 基 端 側 に 移 動 し 、 側 孔 １ １ ２ は 完 全 に カ ッ タ ー パ イ プ １ ０ ９ の 内 側
に 入 り 込 み 、 側 孔 １ １ ２ 内 を 通 る 縫 合 糸 は 刃 の つ い た カ ッ タ ー パ イ プ １ ０ ９ の 先 端 に よ り
切 断 さ れ る 。 そ れ と 同 時 に 、 ア ー ム １ ０ ５ が 元 の 状 態 に 広 が る の で 、 か し め ら れ た ク リ ッ
プ １ １ １ は 開 放 さ れ 、 縫 合 糸 と 共 に そ の 場 に 残 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 の よ う な 実 施 形 態 ２ の 縫 合 糸 留 め 具 １ ０ １ に よ れ ば 、 操 作 が 容 易 で あ り 、 移 動 さ せ る
部 材 が 一 つ だ け で あ る の で 、 片 手 で 、 か つ ワ ン タ ッ チ で ク リ ッ ピ ン グ 作 業 を 行 う こ と が で
き る 。
（ 実 施 形 態 ３ ）
図 １ ３ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 ３ を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す 実 施
形 態 １ と の 違 い は 、 カ ッ タ ー パ イ プ と 、 ア ー ム を 締 め 付 け る た め の 管 状 部 材 の 位 置 を 替 え
た 点 で あ る 。 ま た 、 バ ネ は カ ッ タ ー 用 レ バ ー と 締 め 付 け 用 レ バ ー の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ の 他 の 基 本 的 な 構 造 は 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る た め 、 共 通 部 分 に つ い て は 共 通 の 符 号 を
用 い て 説 明 を 省 略 す る 。 以 下 に 図 １ ３ を 用 い て 、 本 実 施 形 態 ３ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ク リ ッ プ １ １ は 、 使 用 前 の 状 態 （ 図 １ ３ ａ ） で は 、 内 腔 が 広 が っ た 状 態 で ア ー ム ５ に 支 え
ら れ て い る 。 ア ー ム ５ は 、 バ ネ ２ ０ ８ が 管 状 部 材 ２ ０ ４ の 基 端 に 設 け ら れ た 第 １ レ バ ー ２
０ ７ を 押 し て い る た め 、 ク リ ッ プ １ １ を 軽 く 締 め る 方 向 に 力 を 加 え て い る 。 こ の 状 態 で 、
ク リ ッ プ １ １ 及 び 管 状 部 材 ２ ０ ４ に 設 け ら れ た 側 孔 １ ２ （ 図 １ ３ で は 破 線 で 図 示 ） を 含 む
通 路 に 縫 合 糸 を 通 し た 後 、 図 １ ３ ｂ に 示 す よ う に 第 １ レ バ ー ２ ０ ７ を 先 端 側 に 押 す と 、 や
や ラ ッ パ 状 に 拡 径 し た 管 状 部 材 ２ ０ ４ の 先 端 が ア ー ム ５ の 膨 出 部 を 押 さ え つ け 、 結 果 ア ー
ム ５ が 空 隙 を 無 く す 方 向 に 変 形 す る た め 、 ク リ ッ プ １ １ が か し め ら れ て 潰 れ 、 塑 性 変 形 し
て 縫 合 糸 を 留 め る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 図 １ ３ ｃ の よ う に カ ッ タ ー パ イ プ ２ ０ ９ の 基 端 に 設 け ら れ た 第 ２ レ バ ー ２ １ ０ を 先
端 側 に 押 す と 、 カ ッ タ ー パ イ プ ２ ０ ９ が 管 状 部 材 ２ ０ ４ 内 壁 に 沿 っ て 前 進 し 、 外 向 き に 刃
が 形 成 さ れ た カ ッ タ ー パ イ プ の 先 端 が 側 孔 １ ２ に 通 さ れ た 縫 合 糸 を 切 断 す る 。 切 断 後 、 第
１ レ バ ー ２ ０ ７ お よ び 第 ２ レ バ ー ２ １ ０ を 後 退 さ せ て 図 １ ３ ａ の よ う な 状 態 に 戻 す と 、 か
し め ら れ た ク リ ッ プ １ １ は 開 放 さ れ 、 縫 合 糸 と と も に そ の 場 に 残 さ れ る 。
（ 実 施 形 態 ４ ）
図 １ ４ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 ４ を 説 明 す る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ５ は カ ッ タ
ー 部 材 ３ ０ ９ と ア ー ム ３ ０ ５ を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ３ に 示 す 実 施 形 態 ３ と は 、 縫 合 糸
を 通 す 通 路 が 器 具 全 体 に 渡 っ て 形 成 さ れ て い る 点 、 管 状 部 材 に は 糸 を 通 す 側 溝 が 設 け ら れ
て い な い 点 、 カ ッ タ ー が パ イ プ 状 で な く 、 基 端 側 に 引 か れ る と き に 糸 を 切 断 す る 構 造 と な
っ て い る 点 な ど が 異 な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 形 態 ４ に お け る 基 本 的 な 構 造 は 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る た め 、 共 通 部 分 に つ い て は
共 通 の 符 号 を 用 い て 説 明 を 省 略 し 、 相 違 点 に つ い て の み 説 明 す る 。 図 １ ５ に お い て 、 カ ッ
タ ー 部 材 ３ ０ ９ は カ ッ タ ー レ バ ー ３ １ ０ か ら ２ 本 の 支 持 体 ３ ５ １ が 延 在 し 、 支 持 体 ３ ５ １
の 先 端 に は カ ッ タ ー の 刃 ３ ５ １ が 設 け ら れ て お り 、 刃 ３ ５ １ は 、 基 端 向 き に 刃 面 が 形 成 さ
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れ て い る 。 カ ッ タ ー レ バ ー ３ １ ０ の 中 央 に 形 成 さ れ た 穴 は 、 ア ー ム ３ ０ ５ が 入 る た め の も
の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ア ー ム ３ ０ ５ は ２ つ の 部 品 ３ ０ ５ ａ 、 ３ ０ ５ ｂ を 組 み 合 わ せ て 形 成 さ れ る 。 ア ー ム ３ ０ ５
ａ ， ｂ そ れ ぞ れ の 先 端 に は 膨 出 部 ３ ６ ０ が 設 け ら れ 、 ２ つ の 部 品 の 先 端 側 に は ク リ ッ プ １
１ を 保 持 し 、 縫 合 糸 を 通 す た め の 通 路 と し て の 役 割 を 有 す る 隙 間 ３ ６ １ が 形 成 さ れ て い る
。 こ の 隙 間 ３ ６ １ 内 に カ ッ タ ー の 刃 ３ ５ １ が 摺 動 可 能 に は め 込 ま れ る 。 ア ー ム ３ ０ ５ ｂ の
基 端 側 は 、 両 サ イ ド が 切 欠 い た 形 状 と な っ て い る が 、 こ れ は カ ッ タ ー 部 材 ３ ０ ９ の 支 持 体
３ ５ １ と 嵌 合 す る た め の も の で あ る 。 ア ー ム ３ ０ ５ ａ の 基 端 側 に は 、 縫 合 糸 を 通 す た め の
通 路 と な る ル ー メ ン ３ ６ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ク リ ッ プ １ １ は 、 使 用 前 の 状 態 （ 図 １ ４ ａ ） で は 、 内 腔 が 広 が っ た 状 態 で ア ー ム ３ ０ ５ に
支 え ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 ４ に お い て は 、 縫 合 糸 １ ６ の 通 路 は 、 ク リ ッ プ １ １ の 内 腔 か
ら ア ー ム ３ ０ ５ の 隙 間 ３ ６ １ と ア ー ム ３ ０ ５ ａ に 形 成 さ れ た ル ー メ ン ３ ６ ２ を 経 由 し て 、
ハ ン ド ル ３ ０ ６ に 形 成 さ れ た ル ー メ ン ３ ７ ０ を 通 り 、 縫 合 糸 留 め 具 ３ ０ １ の 基 端 よ り 外 部
に 導 き 出 さ れ る 。 な お 、 縫 合 糸 を 通 す 際 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の ル ー プ 状 置 換 用 線 材 （ 図
示 せ ず ） の 長 い も の （ 線 材 部 分 が 縫 合 糸 留 め 具 ３ ０ １ の 全 長 よ り 長 い も の ） を 用 い る こ と
が で き る 。 な お 、 ハ ン ド ル ３ ０ ６ の 基 端 部 に は 、 ネ ジ 型 の 糸 固 定 具 ３ ７ １ が 設 け ら れ る 。
糸 固 定 具 ３ ７ １ は 、 締 め 付 け る こ と に よ り 、 ル ー メ ン ３ ７ ０ 内 の 縫 合 糸 １ ６ を 固 定 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 １ ４ ｂ は 、 縫 合 糸 １ ６ を 通 路 内 に 通 し 、 糸 固 定 具 ３ ７ １ で 縫 合 糸 １ ６ を 固 定 し 、 管 状 部
材 ４ を 前 進 さ せ て ク リ ッ プ １ １ を か し め た 状 態 を 示 し て い る 。 そ の 後 、 図 １ ４ ｃ に 示 す よ
う に カ ッ タ ー レ バ ー ３ １ ０ を 後 退 さ せ れ ば 、 カ ッ タ ー の 刃 ３ ５ １ が 後 退 し 、 ア ー ム ３ ０ ５
ｂ の ク ラ ン ク 状 部 分 に 押 し 付 け ら れ て 、 縫 合 糸 １ ６ が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 形 態 ４ に よ れ ば 、 縫 合 糸 を 器 具 内 部 に 通 す た め 、 血 管 壁 ま で の 挿 入 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 は 、 ク リ ッ プ を 用 い る こ と に よ っ て 生 体 内 組 織 膜 に 形 成 さ れ た 経 皮
的 に 貫 通 し た 穴 を 縫 合 す る た め の 縫 合 糸 を 結 ぶ こ と な く 留 め る こ と が で き 、 簡 単 な 作 業 で
容 易 に 処 理 を 完 了 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 ク リ ッ プ を 留 め た 後 に 糸 を 切 断 で き る 機 能 を 備 え る こ と に よ り 、 よ り 簡 便 に 縫 合 作
業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
さ ら に は 、 糸 を 縫 合 糸 留 め 具 に 一 時 的 に 固 定 す る 固 定 部 を 設 け た こ と に よ っ て 、 ク リ ッ プ
を 留 め る べ き 位 置 に あ る か ど う か を 、 血 液 の 漏 れ な ど を 元 に ク リ ッ プ の か し め を 行 う 前 に
確 認 で き 、 確 実 な 縫 合 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 従 来 は 糸 を 結 ぶ 必 要 が あ る た め 、 縫 合 糸 に 腰 の な い 繊 維 糸 で あ る マ ル チ フ ィ ラ メ ン
ト 縫 合 糸 を 用 い る 必 要 が あ っ た が 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 に よ れ ば 、 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 縫
合 糸 を 使 用 す る こ と が で き る 。 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 縫 合 糸 は 、 腰 が 強 く 、 結 節 拡 張 力 が 強 い
、 感 染 が 起 き に く い 等 の 利 点 が あ る た め 、 血 管 吻 合 な ど の 医 療 現 場 で は マ ル チ フ ィ ラ メ ン
ト よ り も 積 極 的 に 使 用 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 １ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 縫 合 糸 留 め 具 の 動 作 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ク リ ッ プ の バ リ エ ー シ ョ ン を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 血 管 に 縫 合 糸 を 通 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ に 示 し た 縫 合 糸 を 縫 合 糸 留 め 具 に 通 す 直 前 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ に 示 し た 縫 合 糸 を 縫 合 糸 留 め 具 に 通 し た 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ に 示 し た 縫 合 糸 に 沿 っ て 縫 合 糸 留 め 具 を 皮 下 組 織 内 に 挿 入 し た 様 子
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 ク リ ッ プ を か し め た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 ク リ ッ プ を か し め た 後 、 縫 合 糸 を 切 断 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 縫 合 の 完 了 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 ２ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 図 １ １ に 示 し た 縫 合 糸 留 め 具 の 動 作 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 ３ の 縫 合 糸 留 め 具 の 動 作 状 態 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 縫 合 糸 留 め 具 の 実 施 形 態 ４ の 縫 合 糸 留 め 具 の 動 作 状 態 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 図 １ ４ に 示 し た 縫 合 糸 留 め 具 の 部 品 の 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ０ １ 、 ２ ０ １ 、 ３ ０ １ 　 縫 合 糸 留 め 具
２ 　 本 体 部
３ 　 操 作 部
４ 　 管 状 部 材
５ 　 ア ー ム
６ 　 ハ ン ド ル
７ 　 第 １ レ バ ー
８ 　 バ ネ
９ 　 カ ッ タ ー パ イ プ
１ ０ 　 第 ２ レ バ ー
１ １ 　 ク リ ッ プ
１ ２ 　 側 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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